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図書館まつりで熱唱

「ひきたて」「うちたて」「ゆでたて」を体験
～美味しいそばのポイント！～
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雑
誌１１０番の上手な掛け方「６つのポイント」

相談は、専用ダイヤル“♯９１１０”へ

今年度最後の親子体験スクールは8日、
大平そば愛好会の皆さまからご指導をい
ただき『そばうち』を体験しました。
参加した児童は大きな包丁で同じ間隔

に切る作業に、初め難しそうにしていま
したが、すぐにコツをつかんだ様子でし
た。
『自分で作ったそばはコシがあって美

味しかった！』などの感想もあり、家庭で
もチャレンジする意気込みもみられました。

大掃除のご協力ありがとうございました
いち（1）はやく

いそ（1）がず慌てず

れい（0）静に

１１０番は緊急時！
イタズラ電話は
やめましょう！

今どうなっている～「その場の様子」

何があったか ～「事件」「事故」

どこで ～「住所」「近くの目標物」

犯人は、相手は～「そこにいるのか」

いつ ～「たった今」「○○分前」

あなたのこと住所、氏名、電話番号等
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②

③

④

➄

⑥

館山から 「サクラ」 ～満開の一方で～

国会で問題提起され、新聞やテレビなどでも連
日報道された桜を見る会の「サクラ」。
千厩市民センターの桜も千厩のお花見スポット

の一つです。この桜は昭和43年千厩町福祉会館
が建設された際、当時の館長さんが苗木を移植
したものと聞いており、その樹齢は50年以上で毎
年4月には満開となり、花見を楽しむ方が大勢訪
れます。
しかし、葉桜となってからは大量の花びらが駐

車場や裏庭にあふれかえり、その処理の労力は
大変なものです。また、秋になると今度は落ち葉
があふれ、片付けに一箇月ほどかかっています。
このような事情もあり、毎年6月と11月には千厩

地区まちづくり協議会役員の皆さんの協力をいた

千厩市民センターをいつもご利用くださっている団体の皆さまから、
館内の大掃除にご協力いただきました。
おはなしぱちぱち様、キルトの会「厩」様、真向法体操様、ありがとうございました。

千厩図書館まつりは１日、同館で
開催され、市民センター講座「舘山
唱楽校」のみなさん１７人が昨年に引
き続き出演し、美声を披露しました。
この日は、講座で練習してきた１０

曲を熱唱し、会場の皆さんと「おお
牧場はみどり」などを振りつきで合
唱するなど、大変盛り上がりました。

舘山唱楽校 だき、花びらの処理と草刈、落ち葉片付けなどを
行い環境整備に努めています。
美しい「サクラ」を楽しむためにはこのような

取り組みが必要で、協力いただいた皆さんに感謝
しています。
千厩地区まちづくり協議会は、４月に館山公園

で「桜まつり」を開催していますが、このような
環境整備を行っている方々が主催しているもので
す。
来年もきれいな花が咲くよう、大勢の地域の

方々に楽しんでもらえるよう、これからも取り組ん
でいきたいと思っています。

千厩市民センター所長 金野富雄
※このコラムは、随時掲載します。


